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○製造品出荷額等
19.4兆円（全国3位）

○製造業従業者数
45.8万人（全国3位）

○製造業事業所数
12,427事業所（全国5位）

・バランスの取れた産業構造

・東海道都市群と
バランスの良い地域形成

豊富で
多彩な
自然

豊富で
多彩な
自然

静岡県の概要

○静岡県１県で東海工業地域を形成

⇒全国屈指のものづくり県
人口

３７９万人
（H21.10.1）
全国10位
構成比3％

人口
３７９万人
（H21.10.1）
全国10位
構成比3％面積

７，７８０k㎡
（H21.10.1）
全国13位

構成比2.1％

面積
７，７８０k㎡
（H21.10.1）
全国13位

構成比2.1％



静岡県
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静岡県の食料品・飼料製造業

静岡県の

製造品出荷額

（平成20年）

食料品
製造業

6% 6%

化学工業
8%

電気機械
器具製造業

11%

輸送機械器具
製造業

29%

その他
40%

飲料・たばこ・飼料製造業

食料品・飼料製造業は
ものづくり県・静岡の

主要な産業

静岡県の製造品出荷総額

１９．２兆円 のうち

食料品製造業 1.1兆円（６％）

飲料・たばこ・飼料製造業 1.2兆円（６％）

２．３兆円（１２％）

製造業比率：静岡県…36.5%
(全 国 …20.6%)

○製造業が静岡県内総生産の
1/3を占める

（単位：％）

静岡県の

製造品出荷額

（平成20年）



周辺高規格幹線道路網との連携

300km

新東名高速道路 周辺高速交通ネット
ワークとの連携

↓
他県を背後圏とした
物流ネットワークの

構築

周辺高速交通ネット
ワークとの連携

↓
他県を背後圏とした
物流ネットワークの

構築
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静岡県内産業及び周辺経済を支える県内港湾

清水港

御前崎港

愛知県

長野県 山梨県

神奈川県

東部
製紙・機械・
化学工業

中部
電気機械・
家具・食料品

西部
自動車・

二輪車・楽器

東部・中部・西部
それぞれに産業分布

↓
各地域で１県に匹敵する

人口や経済規模

県内産業及び
周辺経済を支える

東・中・西部の３港湾

静岡県
田子の浦港
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北米・欧州

北米・
南アフリカ

アジア

東
名
高
速
道
路

田子の浦港

御前崎港

駿河湾港

金
谷
御
前
崎
連
絡
道
路

コンテナ等：
・アジア⇔県西部中心

コンテナ・バルク等：
・北米・欧州⇔県内、山梨、長野
・アジア⇔県中・東部中心

原材料等：
・北米、南アフリカ、全国

⇔県内、山梨、長野清水港

中
部
横
断

自
動
車
道

（H29）

新
東
名
高
速
道
路

（H
24

）

駿河湾港の概要

駿河湾港のとしての
一体的活用イメージ



田子の浦港

御前崎港

清水港

国際バルク戦略港湾としての目的

中
部
横
断
自
動
車
道

東名高速道路

バルク戦略港湾の
イメージ

2015年

2020年

新東名高速道路

北米
鹿島港へ
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栃木

茨城

千葉

埼玉

愛知

神奈川

北海道・山形へ

清
水
・

田
子
の
浦
港

長野

山梨

○主力工場が港湾隣接地に立地し、原料を輸入

○日本の中心に位置し、港の直背後を通過する東名高速道路により、大都市圏と陸上交通網で連結

○加えて、新東名や中部横断自動車道の開通による県外２次ユーザーへのメリットが拡大

地理的優位性

東
名
高
速
道
路

新
東
名
高
速
道
路

（

中
部
横
断

自
動
車
道

田子の浦港

清水港

周辺のとうもろ
こし取扱企業

・・・取扱企業



三保地区

折戸地区

富士見地区

日之出地区

塚間地区

貝島地区

江尻地区

袖師地区

興津地区

清水港の現状

(株)J-オイルミルズ

清水港飼料(株)

JA東日本くみあい飼料(株)

富士見地区サイロ（１２万㌧）

① 12万㌧保管サイロ整備済
② 静穏な水域
③ パナマックス型に対応可能な

荷役機械整備済み

(株)サニーメイズ

-12m岸壁（2B）

静穏な水域

荷役機械（３基）



清水港（富士見埠頭）におけるバルク荷役状況写真
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L日本食品化工(株)

日本食品化工サイロ（4万㌧）

-9m→-12m

増深中

① -12m(390m)岸壁整備済
② 中央泊地を増深整備中

-12m岸壁（480m）



田子の浦港（中央埠頭）におけるバルク荷役状況写真



国際バルク戦略港湾としての目標（現状の配船イメージ）

現状

横浜港

他港へ

北米から

北米から 田子の浦港清水港

○(株)サニーメイズ
○(株)J－オイルミルズ
○清水港飼料(株)
○JA東日本くみあい飼料(株)

○日本食品化工(株)

10,000~30,000ｔ級

ハンディ型

富士見 江尻

清水港

富士見 江尻

鹿島港

30,000~50,000ｔ級

ハンディマックス



◆-12m→14mへの岸壁増深
◆既存の荷役機械を活用
◆既存の保管サイロを活用

◆整備中の-12m岸壁の活用

◆整備中の泊地浚渫の活用
◆水域の拡張

国際バルク戦略港湾としての目標（２０１５）

STEP１
（2015）

北米から

田子の浦港清水港

○(株)サニーメイズ
○(株)J－オイルミルズ
○清水港飼料(株)
○JA東日本くみあい飼料(株)

○日本食品化工(株)

喫水調整
-14m→-12m

70,000ｔ級

パナマックス

北米へ

○清水埠頭(株)
ユーザー

ユーザー

○田子の浦埠頭(株)

③30,000~50,000ｔ級

ハンディマックス

北米から



富士見地区

清水港の目標（２０１５）

(株)J-オイルミルズ

清水港飼料(株)

JA東日本くみあい飼料(株)

サイロ

(株)サニーメイズ

-14m岸壁（1B）

荷役機械（３基）

STEP１
（2015）

喫水調整後
田子の浦港へ

田子の浦港へ

北米から

70,000ｔ級

パナマックス

○既存ストックを
最大限に活用



0

泊地(-12)
(工事中)

(-7.5)250m

(-6.5)60m

(-10)240m

(-7.5)135m

(-6.5)115m

(-9)165m
(-12)24

0m(工事中)
(-12)2

40m

(-
2)

35
m

(-
9)
16
7m

(-
7.
5)
12
5m

(-
4)

45
m

(-
5.
5)
17
5m

(-
7.
5)

(-4)
184m

(-4)2
12m

防
波
堤
100m

西
第
３

波
除
堤

74
m

西
第
１

波
除
堤

  
20
m

西
防
波
堤
 160m

東
第
３

波
除
堤

74
m

東
第
２

波
除
堤

19
m

中
央
航
路

(-
12
)

12
0m

(工
事
中
)

緑地 6.9ha

(海面処分･活用用地 6.9ha)

(工事中)

緑地
0.7ha

その他緑地
6.3ha

埠頭用地
 0.5ha

59.7ha

臨
港
道
路
15号

線
 交

通
機
能
用
地
 区

間
Ａ
 2.1ha

埠
頭
用
地
3.3ha

緑
地0.6ha

泊地(-7.5)
0.9ha

泊地(-9)
1.2ha

泊地
(-6.5)

泊地
(-7.5)

泊地(-10)
(工事中)

交通機能用地
0.1ha

富士地区

中央地区

港内地区

鈴川地区

依田橋地区

港湾関連用地 5.1ha

臨港道路11号線
交通機能用地 0.6ha

臨港道路７号線 交通機能用地 区間Ａ 1.6ha

線
区間Ｂ 0.6ha(工事中)

臨港道路13号線

交通機能用地0.2ha

臨
港
道
路
10
号
線

交
通
機
能
用
地

　
　
0.
1h
a

臨
港
道
路
８
号
線
 交

通
機
能
用

臨
港
道
路
６
号
線

交
通
機
能
用
地
 0
.6
ha

埠
頭
用
地
 5
.9
ha

埠頭用地 3.1ha

工業用地 6.4ha

港湾関連用地0.6ha

埠頭用地
13.6ha

(-7.5)130m

港湾関連用地
0.2ha(工事中)

緑地
0.3ha

港湾関連用地
 0.4ha(工事中)

港湾関連用地 1.3ha

泊地
(-5.5)

泊地
(-7.5)

泊地
(-4)

泊地
(-7.5)

泊地
(-9)

泊
地
(-7.5)

和
田
川
導
流
堤
 1
20
m

路16号線
通機能用地 1.0ha

(-2)136m

埠頭用地 3.7ha

緑地 0.9ha

工業用地 3.8ha

工業用地 0.6ha
緑地
0.1ha

沼川道路 交通機能用地 0.2ha

鈴
川
跨
線
橋

港湾関連用地 1.7ha 緑地
0.1ha

緑地
0.4ha

港湾関連用地
1.6ha

臨港道路１号線 交通機能用地 1.4ha
(-5.5)310m

臨港道路鈴川護岸道路 交
通機能用地 0.

7ha

(-5
.5)

300
m

(-
4)
75
m

危険物取扱施設用地
9.6ha

東
第
１

波
除
堤

17
m

東
防
波
堤
53
m 
 東

防
波
堤
12
5m

消
波
護
岸

根
固
突
堤
 5
0m

第
１
防
砂
突
堤
 1
19
m

第
２
防
砂
突
堤
 1
17
m

第
３
防
砂
突
堤
 1
12
m

第
４
防
砂
突
堤
 1
18
m

第
５
防
砂
突
堤
 1
37
m

第
６
防
砂
突
堤
 1
40
m

第
７
防
砂
突
堤
 1
49
m

８
号
道
路
跨
線
橋

西
防
波
堤60m

西
第
２

波
除
堤

39
m

港湾関連用地
3.9ha

泊地
(-7.3)

泊地
(-7.3)

その他緑地
0.6ha

交通機能用地

区間Ｂ 0.4
ha(工

事中)埠頭用地
 0.5ha

都市機能用地
0.4ha

都市機能用地
3.6ha

潤井川第１
防砂堤 36m

浦港港湾
域(予定)

田子の浦港
港湾区域

潤井川第２
防砂堤 90m

４－９ 田子の浦港の目標（２０１５）

L日本食品化工(株)

サイロ

-12m岸壁（480m）

STEP１
（2015）

清水港から

喫水調整後の
70,000ｔ級パナマックス

北米へ清水港から

北米から

30,000~50,000ｔ級

ハンディマックス

北米へ

北米から

-12m岸壁整備により実現

水域拡張により実現

○整備中施設の有効活用
○わずかな投資で更なる効果



国際バルク戦略港湾としての目標（２０２０）

STEP２
（2020）

100,000ｔ級

ポストパナマックス

清水港 田子の浦港

鹿島港

大型内航船

北米から

北米へ

○(株)サニーメイズ
○(株)J－オイルミルズ
○清水港飼料(株)
○JA東日本くみあい飼料(株)

○日本食品化工(株)

○清水埠頭(株)
ユーザー ユーザー

○田子の浦埠頭(株)

鹿島港との共同配船・２港連携

◆-１４m→１７mへ増深
◆荷役機械の整備
◆保管サイロの整備 ①清水港で積み替えた大型内航

貨物船

②喫水調整後、セカンド入港の
パナマックス

③ファースト入港のハンディマックス

選

択



富士見地区

清水港の目標（２０２０）

(株)J-オイルミルズ

清水港飼料(株)

JA東日本くみあい飼料(株)

サイロ

(株)サニーメイズ

-17m岸壁（1B）

荷役機械（３基）

STEP１
（2015）
STEP２
（2020）

北米から

100,000ｔ級

ポストパナマックス

鹿島港へ

大型内航貨物船

田子の浦港へ

フィーダー輸送
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港港湾
予定)

田子の浦港
港湾区域

潤井川第２
防砂堤 90m

①清水港で積み替えた大型内航
貨物船

②喫水調整後、セカンド入港の
パナマックス

③ファースト入港のハンディマックス

田子の浦港での港湾機能の拠点的確保（２０２０）

L日本食品化工(株)

サイロ

-12m岸壁（480m）

STEP１
（2015）
STEP２
（2020）

北米から

30,000~50,000ｔ級

ハンディマックス

清水港から

喫水調整後
70,000ｔ級パナマックス

清水港で積み替えた
大型内航貨物船

清水港から 北米へ

北米から

選

択

①
③

②



0 0.5 1.0
距離（km)

国際バルク戦略港湾政策の実現のための方策

スワップ輸送や共同配船
による大型船輸送を推進

効率的な輸送の実現

岸壁や荷役機械等の長期
貸付による一体的な

管理・運営

① 利用料金の低減化・
柔軟化

② 長期的視点に立った
荷役機械等の整備

輸入の効率化のための企業連携の促進

「民」の視点での効率的な運営体制の確立

※ 港湾法改正の動向を注視



国際バルク戦略港湾政策の効果

STEP１
（2015）

STEP２
（2020）

清
水
港

100,000ｔ級

ポストパナマックス

70,000ｔ級

パナマックス

大
幅
な
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減

田
子
の
浦
港

清
水
港 30,000~50,000ｔ級

ハンディマックス

10,000~30,000ｔ級

ハンディ型

喫水調整後

70,000ｔ級

パナマックス

30,000~50,000ｔ級

ハンディマックス

70,000ｔ級

パナマックス

入港可能船舶の大型化（スケールメリット）によるコスト縮減



その他（1）

30,000~50,000ｔ級

ハンディマックス

70,000ｔ級

パナマックス

CO2の大幅な
削減効果

①排出ガスの削減効果

大型船舶への対応

②災害時の相互補完体制

清水港

田子の浦港御前崎港

駿河湾港として一体
的に管理・運営ネットワークの形成

田子の浦港清水港



その他（2）

0 0.5 1.0
距離（km)

（出典：日本製紙連合会HPより）

駿河湾周辺に集積する製紙
工場の木材チップ輸入等の
大幅なコスト削減

製紙工場所在地一覧

③船舶大型化に伴う他品目への波及効果

駿河湾周辺には

製紙工場が集積


